
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵

は
憲
法
の
平
和
原
則
を
根
本

か
ら
踏
み
に
じ
る
歴
史
的
暴

挙
。
世
界
は
国
連
中
心
で
平

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

（
水
野

恭
子

議
員
）

和
の
秩
序
回
復
を
願
っ
て
い

る
。

人
道
復
興
支
援

と

は
、
事
実
上
、
米
英
軍
の
指

揮
下
で
行
わ
れ
て
い
る
。
米

英
軍
の
撤
退
こ
そ
必
要
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

市
長

復
興
支
援
に
協
力

す
る
こ
と
は
大
事
。

小
泉
内
閣
の

三
位
一

体
の
改
革

に
対
す
る
市
長

の
考
え
は
。

市
長

国
庫
負
担
金
の
一

般
財
源
化
、
地
方
交
付
税
の

大
幅
削
減
な
ど
国
の
財
政
危

機
を
地
方
に
転
嫁
す
る
も
の

で
市
町
村
緊
急
財
政
対
策
会

議
で
緊
急
提
言
を
要
望
し
た
。

京
田
辺
市
民
の
暮
ら

し
、営
業
の
実
態
に
つ
い
て
。

特
に
法
人
の
市
民
税
が
こ
の

６
年
間
で
２
億
円
も
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
保
税
、

介
護
保
険
料
の
収
納
率
の
低

下
、
滞
納
の
増
加
な
ど
市
民

の
暮
ら
し
は
大
変
に
な
っ
て

い
る
。
市
長
の
認
識
は
。

市
長

市
民
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
施
策
に
つ
い
て

子
ど
も
条
例

の
制
定
、

小
学
校
区
毎
の
児
童
館
建

設
、
北
部
児
童
館
の
運
営
に

つ
い
て
市
民
参
加
を
。

市
長

次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
を
教
育
委
員
会
、

市
長
部
局
な
ど
連
携
し
、
策

定
す
る
。
児
童
館
は
、
中
学

助成制度で改修されたシステムキッチン

校
区
に
一
つ
の
施
設
で
整
備

し
て
い
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
と

一
部
負
担
金
減
免
の
要
綱
を
。

市
長

年
度
に
は
、
国

保
税
の
引
き
上
げ
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
研
究
す
る
。

女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
を
。

市
長

今
後
の
課
題
と
し

て
十
分
認
識
し
て
い
る
。

各
小
学
校
の
栄
養
士
の

確
保
と
中
学
校
に
も
給
食

を
。
小
、
中
学
校
に
専
任
の

図
書
館
司
書
の
配
置
を
。

教
育
長

今
の
所
、
考
え

て
い
な
い
。
図
書
館
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
進
め
た
い
。

不
況
対
策
と
し
て

住

宅
改
修
助
成

の
継
続
を
。

市
長

概
ね
、
市
民
に
浸

透
し
た
も
の
と
考
え
終
了
。

自
由
民
主
党
京
田
辺
市
議
員
団

（
井
上

公

議
員
）

規
制
緩
和
と
三
位
一
体

改
革
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
長

一
連
の
改
革
は
必

要
な
も
の
で
あ
る
が
、
真
の

地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
国
へ
求
め

て
い
く
。

自
主
財
源
の
確
保
と
健

全
財
政
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長

徴
収
体
制
の
充

実
、
強
化
と
収
納
率
の
向
上

に
努
め
、
工
業
系
土
地
利
用

を
推
進
し
税
財
源
の
確
保
を

図
る
。シ

ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想

実
現
に
向
け
て
の
財
政
的
な

裏
付
け
な
ど
は
。

市
長

土
地
の
確
保
、
文

化
財
の
調
査
、
建
築
資
金
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
等
、
財
源

の
裏
付
け
も
検
討
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

都
市
基
盤
の
整
備
と
産

業
振
興
の
面
で
、
第
二
名
神

高
速
道
路
の
早
期
着
工
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

市
長

本
市
の
発
展
に
は

特
に
重
要
で
あ
り
、
国
及
び

関
係
機
関
へ
今
後
も
強
く
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

農
業
の
生
産
性
向
上
と

用
水
対
策
は
。

市
長

農
業
用
水
の
確
保

は
、
農
業
を
営
む
上
で
必
要

不
可
欠
で
あ
り
出
来
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

普
賢
寺
地
域
に
公
共
施

設
を
設
置
す
る
考
え
は
。

市
長

多
方
面
か
ら
検
討

し
、
適
切
な
公
共
施
設
の
設

置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

三
山
木
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
と
電
線
類
の
地

中
化
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
（
仮
称
）三
山
木
地

区
街
並
み
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
検
討
す
る
。
電
線
の

地
中
化
は
、
京
都
府
の
無
電

柱
化
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
に
よ
る
市
民
の
健
康
管

理
、
食
の
安
全
対
策
は
。

市
長

市
民
に
対
す
る
相

談
体
制
、感
染
予
防
の
啓
発
、

情
報
提
供
や
庁
舎
内
の
連
絡

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
の

基
本
理
念
と
策
定
手
法
は
。

市
長

市
民
参
画
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

理
念
に
取
り
組
み
た
い
。
ま

た
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
や
、
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
等
も
進
め
て
い
き
た
い
。

市税等収納率向上対策推進本部
の看板がある市税務課

市

民

の

会

（
橘

雄
介

議
員
）

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派

兵
問
題
。
環
境
負
荷
削
減
。

食
の
安
全
性
確
保
。
景
気
回

復
と
財
政
再
建
策
。
市
民
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。

市
長

人
道
支
援
は
大

事
。
排
出
ガ
ス
削
減
。
食
品

安
全
は
法
遵
守
。
歳
出
削
減

と
財
源
確
保
に
努
め
る
。

道
路
、
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
街
灯
増
設
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
。
徘
徊

早
期
発
見
。
宅
老
所
整
備
。

支
援
費
制
度
充
実
。
健
康
増

進
と
病
気
予
防
。
ゴ
ミ
脱
燃

焼
化
と
枚
方
清
掃
工
場
。
北

部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
児

童
館
運
営
に
市
民
参
画
を
。

市
長

モ
デ
ル
地
区
で
補

修
と

。
街
灯
は
要
望
で

設
置
。
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
実

施
。福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
。

地
域
文
化
創
造
へ
支
援

と
環
境
整
備
を
。
同
志
社
大

生
と
市
民
交
流
、国
際
交
流
、

芸
術
活
動
支
援
。
男
女
共
同

参
画
と
人
権
啓
発
策
。
学
校

で
幅
広
い
人
間
力
育
成
と
不

登
校
、
学
習
遅
滞
児
対
策
。

大
学
、
行
政
の
出
前
講
座
や

中
高
年
雇
用
と
活
動
支
援
。

教
育
長

個
を
生
か
し
、

豊
か
な
心
で
、
た
く
ま
し
く

生
き
る

人
間

の
育
成
を
。

市
長

同
大
生
と
行
政
で

協
議
。
市
民
活
動
は
支
援
。

三
山
木
駅
前
に
公
共
施

設
と
学
生
に
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
。

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
支
援
。

零
細
業
者
支
援
と
観
光
客

誘
致
。
高
齢
者
施
設
整
備
と

在
宅
支
援
策
。
有
機
栽
培
と

農
業
新
規
参
入
支
援
を
。

市
長

三
山
木
街
並
み
検

討
委
員
会
に
学
生
も
参
画
を
。

産
官
学
連
携
と
交
流
推

進
。有
機
栽
培
支
援
は
し
な
い
。

市
民
会
議
な
ど
徹
底
し

た
住
民
参
加
型
で
総
合
計
画

策
定
を
。
行
政
評
価
、
外
部

監
査
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度

の
導
入
。
土
砂
採
取
、
産
廃

規
制
、
開
発
抑
止
策
と
自
然

環
境
保
全
条
例
を
。
行
財
政

の
ス
リ
ム
化
と
住
基
ネ
ッ
ト

離
脱
。
柔
軟
な
発
想
と
独
創

性
あ
る
丁
寧
な
職
員
の
育
成
。

市
長

総
合
計
画
策
定
に

市
民
公
募
委
員
と
各
種
懇
談

会
開
催
。
環
境
保
全
条
例
は

研
究
。
住
基
ネ
ッ
ト
は
離
脱

し
な
い
。
職
員
育
成
に
は
時

代
に
即
し
た
研
修
を
。

きゅうたなべ倶楽部のかぐや姫コンテスト
（三山木商店街）

日
本
経
済
は
、
少
し
明

る
さ
が
見
え
た
と
は
言
え
、

雇
用
状
況
を
見
る
時
、
厳
し

公

明

党

（
西
川

豊
蔵

議
員
）

い
現
実
が
あ
り
、
経
費
の
削

減
や
リ
ス
ト
ラ
で
、
地
方
自

治
体
や
企
業
は
、
効
率
的
運

用
で
活
性
化
を
求
め
る
時
代

の
中
で
、
施
政
方
針
の
前
段

で
市
長
は
、
厳
し
い
社
会
情

勢
の
中
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

現
状
と
地
域
特
性
に
応
じ
た

新
た
な
産
業
創
出
を
含
め
た

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
地
方
の
時

代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
と

述
べ
て
い
る
。
第
３
次
総
合

計
画
に
対
す
る
市
長
の
見
解

や
姿
勢
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長

地
域
懇
談
会
も
含

め
て
い
ろ
ん
な
形
で
市
民
の

皆
様
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
を

総
合
計
画
の
策
定
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
北
部
、
中
部
、
南
部
だ
け

で
な
く
、
直
接
商
店
主
と
地

域
特
性
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

た
議
論
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
。
新
田
辺
東
商
店
街
の

現
状
認
識
と
空
き
店
舗
の
活

性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

田
辺
駅
東
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
か
ど
う
か
、
今
ま
で
空

き
店
舗
対
策
で
も
府
や
市
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
の

か
、
検
証
さ
れ
た
の
か
。

市
長

新
田
辺
東
側
商
店

街
は
経
営
者
の
高
齢
化
や
、

大
型
店
の
立
地
な
ど
に
よ
り

店
舗
数
が
年
々
減
少
し
て
い

る
。
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

商
店
街
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
新
し
い
商
店
街

づ
く
り
を
試
み
ら
れ
て
き
た
。

今
後
は
、
市
に
お
い
て
も
商

店
街
生
き
生
き
支
援
事
業
は

そ
れ
な
り
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
の
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
こ
う
と
決
定
し
た
。

廃
棄
物
施
設
と
研
究
施

設
を
複
合
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
建
設
の
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

市
長

粗
大
ゴ
ミ
処
理
施

設
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
多

様
化
す
る
ゴ
ミ
質
へ
の
対
応

が
困
難
な
状
況
か
ら
、
建
設

の
整
備
計
画
書
を
環
境
省
に

提
出
し
た
。
処
理
能
力
が
１

日

ト
ン
の
工
場
棟
と
市
民

の
研
究
施
設
と
し
て
の
プ
ラ

ザ
棟
、
粗
大
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ

ク
ル
工
房
棟
を
整
備
予
定
で

あ
る
。

リサイクルプラザ建設が予定
されている市甘南備園

市市
長長
公公
室室

総総
務務
部部

消消
防防
本本
部部

福福

祉祉

部部

年（平成 年） 月 日


